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＼南中生が町の未来を考える／

みらい南小国子ども会議
南小国中学３年生が町の未来を考え、意見をまとめ、町執行部や議員に
提案するみらい南小国子ども会議が 12 月 11 日に開催されました。
今年は４つの班が提案してくれました。各班の提案内容をご紹介します。

JA 跡地に「きよらスマイルパーク」を！

発表者：
佐藤 (柚 ) さん
麻生さん、髙村さん
権藤さん、吉野さん

答弁：
ボスマートはさっそく
役場でも導入したい。
子ども達の声は重要。
今後もアイディアを役
場に聞かせて欲しい。

住み続けられる町となるため、誰もが利用
でき、楽しめる場所づくりが必要。
JA 跡地に公園・カフェ兼読書スペース・
散歩コースが備わった「きよらスマイル
パーク」を設置してはどうか。

カフェは人手不足を防ぐため、無人販売機
「ボスマート」を導入。町民の運動能力向

上のための散歩コースには水はけが良く滑
りにくい「タータン」を使用する。
南中生も草むしりなどできることをした
い。カフェスペースで勉強をすることで学
力向上にも繋がる。

企業とコラボして町の認知度向上へ！

発表者：
佐藤 (ふ ) さん
佐藤 (海 ) さん
菊池さん、栗原さん

答弁：
お酒開発は魅力的。ぜ
ひアイディアを頂戴し
たい。パレードは、オー
バーツーリズム等も考
慮する必要がある。

南小国町の認知度を上げ、観光を発展させ
るべく２つの提案をする。

１、サントリーとコラボし、お酒を開発
町で採れる果物を加工し、期間限定のお酒
として商品化。お酒に QR コードをつけて抽
選を行う。景品を特産品や南小国に関連し
た物にすると、町の認知度も上がるのでは。

２、ディズニーのスペシャルパレード開催
東京ディズニーリゾートのキャラクター達を呼
んで、スペシャルパレードをしてもらってはど
うか。認知度向上も経済効果も期待できる。

写真提供：南小国中学校 2



〈岩切教育長より〉「みらい南小国子ども会議」は、南中生のフレッシュな視点からのまちづくりを提案してもらい、町
の活性化の一助として大事にしていこうと考えているものです。今回、４つの班から提案してもらった内容は、今、ま
さに町の課題としているものであり、そのタイムリーな提案に驚かされました。一つひとつの提案が、しっかりした調
査により課題を明確にし、課題解決のためのアンケートを生徒や保護者・地域の方 を々対象に実施し、その結果を
もとにしながら自分たちのオリジナル性を加えた考えを解決策として提案しています。南中生の提案をご検討ください。

公共交通「バス」の更なる活用を！

発表者：
太田さん、梅木さん
家入さん、中村さん

答弁：
行き先が増える毎に運
行経費がかさんでしま
う。将来役場に入庁し
て、この提案を一緒に
実現して欲しい。

町を発展させ、人の繋がりを得るために、 
バスについての提案を２つする。

１、行き先を増やす
行き先の幅が広がれば、車を持っていない 
人が買い物や遊びに行く際に利用できる。
送迎する保護者の負担軽減にもなる。

２、乗車料金を安くする
しごとコンビニで子ども向けの作業をつくり、
対価としてバス割引券発行。大人はライドシェ
アのような運転手になれる仕組みを整える。
商品券をバスで使用可にする。

人口増加のための施策を３点提案！

発表者：
大塚さん、河津さん
鞭馬さん、藤崎さん
松﨑さん

答弁：
交流人口から関係人口
をつくるためにも魅力
あるまちづくりが大
事。将来はぜひ町の担
い手になって欲しい。

１、公園建設
更に子育てしやすい環境づくりのため、 
子ども達が遊べる公園施設を充実させる。

２、空き家バンクの活用
空き家をリフォームし、農家民泊とコラボ。
民泊先として使用してもらい購入に繋げる。

３、農家民泊体験の規模拡大
農家民泊はとても素晴らしかった。旅館以外
の宿泊料金帯を設けることでより多くの方が
来町し、移住に繋がるかもしれない。
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令
和
６
年
11
月
５
日

第
３
回
臨
時
会　

　

11
月
臨
時
会
で
は
専
決
処
分

の
報
告
が
３
件
（
一
般
会
計
補

正
２
件
、
簡
易
水
道
事
業
会
計

補
正
１
件
）、
補
正
予
算
１
件

（
一
般
会
計
）
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
し
ま
し

た
。

※
専
決
処
分
と
は
、
緊
急
を
要

す
る
案
件
が
発
生
し
、
ど
う

し
て
も
議
会
を
開
く
時
間
的

余
裕
等
が
な
い
場
合
に
町
長

が
議
会
の
議
決
を
経
ず
に
処

理
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
補
正
予
算

主
な
審
議

▼
下
城
議
員　

専
決
処
分
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由

は
。

答

田
の
原
地
区
に
お
け
る
漏

水
等
の
修
繕
や
監
視
シ
ス
テ
ム

の
落
雷
被
害
、
衆
議
院
議
員
選

挙
な
ど
、
早
急
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
。

▼
佐
藤
議
員　

今
回
一
般
会
計

か
ら
簡
易
水
道
事
業
会
計
に
繰

出
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
資
金

に
余
力
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
今
後

の
見
通
し
は
。

答

来
年
度
以
降
に
水
道
施
設

の
整
備
を
控
え
て
お
り
、
今
後

の
財
政
的
負
担
を
考
慮
し
た
結

果
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し

と
い
う
形
を
と
ら
せ
て
も
ら
っ

た
。
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
令

和
７
年
度
に
変
更
認
可
の
取
得

を
目
指
し
て
お
り
、
併
せ
て
料

金
の
改
定
を
協
議
し
て
い
き
た

い
。
な
お
値
上
げ
に
関
し
て
は

段
階
的
に
行
う
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

▼
森
永
議
員　

広
報
き
よ
ら
作

成
支
援
委
託
料
の
内
容
は
。

答

広
報
誌
担
当
者
の
人
事
異

動
に
伴
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
が
配
置
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ま
で
正
職
員
が
担
っ

て
い
た
業
務
全
て
を
任
せ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

広
報
誌
の
取
材
・
デ
ザ
イ
ン
・

構
成
の
一
部
を
業
務
委
託
す
る

こ
と
と
し
た
。

▼
穴
井
則
之
議
員　

町
有
地
支

障
木
伐
採
委
託
料
の
内
容
は
。

答

町
有
地
に
隣
接
す
る
宅
地

へ
の
支
障
木
10
本
の
伐
採
を
委

託
す
る
。
今
後
も
同
様
の
箇
所

が
な
い
か
点
検
し
、
支
障
が
生

じ
る
前
に
処
理
す
る
よ
う
気
を

つ
け
た
い
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

飼
料
・
燃

料
費
高
騰
対
策
補
助
金
の
実
績

は
。

答

令
和
４
年
度
が
申
請
数
１

７
８
件
で
４
１
５
４
万
円
、
令

和
５
年
度
へ
の
繰
越
分
が
申
請

数
41
件
で
４
０
５
万
円
、
令
和

５
年
度
分
が
申
請
数
１
６
８
件

で
４
４
９
７
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

▼
佐
藤
議
員　

飼
料
・
燃
料
費

高
騰
対
策
補
助
金
と
町
民
向
け

商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
は
町

民
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い

政
策
だ
と
思
う
。
今
ま
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
の
国
の
交
付
金

等
を
財
源
と
し
て
予
算
化
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
あ
え

て
町
の
単
独
費
で
予
算
計
上
し

た
理
由
は
。

答

た
し
か
に
国
の
交
付
金
等

は
な
く
な
っ
た
が
、
激
変
緩
和

措
置
と
い
う
意
味
合
い
も
含

め
、
３
年
目
と
な
る
今
回
で
一

旦
区
切
り
を
つ
け
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
単
独
費
で
予
算
計
上

す
る
こ
と
と
し
た
。

▼
井
野
議
員　

飼
料
・
燃
料
費

高
騰
対
策
補
助
金
は
「
農
林

業
」
を
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象

に
な
る
が
、
林
業
の
み
の
方
は

対
象
に
な
ら
な
い
。
町
の
主
要

産
業
で
あ
る
林
業
の
振
興
の
た

め
に
も
、
林
業
の
み
を
営
ま
れ

て
い
る
方
も
補
助
の
対
象
に
含

め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答

当
該
補
助
金
は
物
価
の
高

騰
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
農
畜

産
業
を
中
心
と
し
た
対
策
と

な
っ
て
い
る
。
林
業
に
関
し
て

は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
林
業
機
械
等
導
入
の
補
助
な

ど
を
行
っ
て
支
援
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
物
価
高
騰
に

よ
る
林
業
へ
の
影
響
が
大
き
い

よ
う
で
あ
れ
ば
調
査
し
、
今
後

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

主な補正予算 （万円）

一般会計補正（第５号）※専決処分
　水道特別会計操出金 1952
一般会計補正（第６号）※専決処分
　衆議院議員選挙費最高裁国民審査費 443
簡易水道事業補正（第３号）※専決処分
　修繕費（田の原地区漏水修繕等） 1529
一般会計補正（７号）
　飼料・燃料費高騰対策補助金 3500
　町民向け商品券発行事業補助金 4043

令和６年度11月補正予算

総額1億 3361万円を承認・可決
補正額 補正後予算額

一般会計（第５号） 2152万円 60億6210万円
一般会計（第６号） 443万円 60億6653万円
簡易水道事業会計（第３号）
収益的支出 1952万円 2億1127万円
一般会計（第７号） 8814万円 61 億 5467 万円

＊万円未満四捨五入

田の原の漏水箇所田の原の漏水箇所
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令
和
６
年
12
月
10
日

第
４
回
定
例
会　

　

12
月
定
例
会
が
10
日
か
ら
12

日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
が
５
件
、
条
例
改
正

等
が
６
件
、
人
事
が
１
件
、
工

事
請
負
変
更
契
約
が
１
件
、
陳

情
が
２
件
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
可
決
し
ま
し
た
。

●
補
正
予
算

主
な
審
議

▼
森
永
議
員　

市
原
保
育
園
の

改
修
工
事
設
計
の
内
容
と
工
事

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

２
階
の
間
仕
切
り
設
置
と

手
洗
い
場
の
増
設
に
係
る
設
計

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
工

事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
設
計
図
書
に
基
づ
い
て
設
定

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
工
事
期

間
中
は
別
の
場
所
で
保
育
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
早
め

に
代
替
地
の
選
定
を
行
い
保
護

者
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

庁
舎
の

ソ
ー
ラ
ー
発
電
設
置
の
進
捗
状

況
は
。

答

本
町
に
と
っ
て
な
る
べ
く

有
利
に
な
る
設
備
の
導
入
・
運

用
を
検
討
し
て
お
り
、
令
和
７

年
度
中
に
は
方
針
を
決
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

▼
佐
藤
議
員　

現
在
の
山
村
広

場
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
木
製
だ

が
、
改
修
工
事
に
は
ど
の
よ
う

な
タ
イ
プ
を
使
う
の
か
。

答　

一
般
的
な
白
い
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
使
用
す
る
。

▼
井
野
議
員　

新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
補
助
金
の
内
容

は
。

答

新
規
就
農
者
へ
国
か
ら
県

を
経
由
し
て
交
付
さ
れ
る
補
助

金
で
あ
り
、
経
営
開
始
後
３
年

間
、
１
５
０
万
円
を
上
限
と
し

て
交
付
さ
れ
る
。

●
条
例
改
正
等

◆
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

改
正
内
容

人
命
捜
索
の
た
め
に
出
動
し
た

団
員
に
対
し
、
１
日
あ
た
り

６
千
円
（
４
時
間
未
満
の
場
合

は
３
千
円
）
を
支
給
す
る
。

◆
介
護
保
険
関
連
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

改
正
内
容

湯
田
の
湯
夢
プ
ラ
ザ
の
利
用
料

金
２
０
０
円
（
大
人
）
を
３
０
０

円
と
し
、
同
じ
温
泉
施
設
で
あ

る
温
泉
館
き
よ
ら
と
同
額
と
す

る
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

改
正
内
容

健
全
な
国
保
会
計
運
営
の
た
め

標
準
保
険
税
率
に
近
づ
け
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
段
階
的

な
改
正
（
値
上
げ
）
を
行
う
。

原
案
可
決

主
な
審
議

▼
井
野
議
員　

消
防
団
が
町
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
だ
が
、
本
町
を
訪

れ
た
町
外
の
人
の
捜
索
に
つ
い

て
は
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
費
用

を
一
部
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答

自
治
体
に
よ
っ
て
対
応
が

異
な
る
よ
う
な
の
で
、
他
の
自

治
体
の
動
向
を
調
査
す
る
。

▼
佐
藤
議
員　

湯
夢
プ
ラ
ザ
の

利
用
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
ど

の
く
ら
い
収
入
増
が
見
込
め
る

の
か
。
ま
た
券
売
機
は
導
入
し

な
い
の
か
。

答

昨
年
度
並
の
利
用
者
数
だ

と
約
50
万
円
の
収
入
増
と
な

る
。
券
売
機
の
導
入
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
み
た
が
一
旦
保
留

し
て
い
る
。

●
人
　
事

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦

　

本
町
１　

室
原 

康
人 

氏

同
　
　
意

●
工
事
請
負
変
更
契
約

◆
南
小
国
町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
解
体
工
事原

案
可
決

●
陳
　
情

◆
米
野
菜
、
畜
産
等
生
産
費
高

騰
継
続
に
対
す
る
助
成
に
つ

い
て
の
陳
情

◆
臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
取

引
、
非
人
道
性
が
疑
わ
れ
る

国
へ
の
渡
航
移
植
等
を
防
止

す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
陳
情

配
布
の
み

主な補正予算 （万円）

一般会計補正（第８号）
　物価高騰対応重点支援給付金 △4030
　定額減税調整給付金 △ 322
　災害危険住宅移転促進事業補助金 △300
　町道草刈り及び維持工事 500
　町道改良工事他 △4000
　現年度農業用施設災害復旧工事 1520

令和６年度12月補正予算

総額△5405万円を可決
補正額 補正後予算額

一般会計 △5521万円 60億9946万円
国保特別会計 494万円 5億9120万円
介護保険特別会計 1005万円 7億  292万円
簡易水道事業会計
収益的支出 　 △838万円 2億 289万円
下水道事業会計
収益的支出 △545万円 2億2455万円

＊万円未満四捨五入

老朽化している木柵老朽化している木柵

5
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なぜ変わる？ どう変わる？

国民健康保険税率、改正
令和７年度分からの国民健康保険税率が変わることを可決しました。
本町では加入者負担をなるべく抑えられるよう、県が示す標準保険税率よりも 
低い税率で設定し、不足分には基金を充当しながら運用しておりました。しかし、
このままでは令和９年度には基金が底をついてしまいます。令和 12 年度に県下 
統一の税率となることも考慮し、本来推奨される税率へと今後３年間かけて徐々に
調整するため、今回の改正となりました。

基金の推移 加入者数推移
1億125万円 1537人

1393人
1248人

1136人 1074人7730万円
7042万円

5125万円

※万円未満を四捨五入

実際どう変わるのか？モデルケースでご紹介します

ケース① ケース② ケース③

夫 35 歳：事業所得 500 万円 
妻 34 歳：専業主婦 
子ども 5 歳 
子ども 1 歳

夫 64 歳：年金収入 200 万円 
妻 63 歳：年金収入 100 万円 

単身世帯 
70 歳：年金収入 120 万円

55.51
万円

▲

60.44
万円

20.14
万円

▲

22.04
万円

1.89
万円

▲

1.99
万円

改正後 改正後 改正後
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議会視察研修報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穴井　秀房

　令和６年 11 月７日、８日の２日間、議会研修で茨城県境町を訪れました。
　境町は一般社団法人日本モバイル建築協会を中心に大規模災害等に備えたり、各種地方
創生事業に対応する為に「モバイル建築」を推進していました。（モバイル建築とは標準化
された直方体のユニットを連結、多層化して作る建築で基礎部分から簡単に分離、トラッ
ク等で運搬し移動も可能となっています。また、建築基準法に準拠しており一般住宅と同
等の性能、耐久性、さらに高い経済性を備えていると言える建築様式となっています）モ
バイル建築協会では意匠料金等は必要なくこの考えを全国に共有したいとのことでした。
　南小国町の主産物である木材価格は低調に推移しており、また、建築資材価格の高騰に
より住宅着工件数も多くない状況であることから、林業や建築業への早急な対策が必要な
中、町でモバイル建築の生産ラインを作り、災害発生予想がある自治体向けに販売するこ
とや、また、広大な原野を利用し、キャンプブームを受けたグランピング施設等として活
用し、大規模災害時には災害用住宅として協力する体制を整えておくことは今後に向けて
重要なことであろうと考えます。またこれは豊富な木材や広大な原野を持つ南小国町だか
らこそ可能なことです。さらに髙橋町長や町の職員も境町の研修に行っており、モバイル
建築協会にも加入しているとのこと、一刻も早い対応が望まれます。
　また境町では移住、定住を促進するために「定住促進戸建住宅事業」という名称で、入
居条件はあるものの町が建設した住宅に２０年住み続ければ土地、建物を無償譲渡する事
業や、「さかいまちづくり公社」では起業するに当たって必要となる建築物を設置し、賃貸
することで起業者にとっては初期投資を減らして起業を促す取り組みを始め、種々の地方
創生に関わる事業を推進、その結果ふるさと納税額は２０２２年度で５５億５３００万円
となっています。
　さらに「子育て」についても保育所の充実、英語移住、スポーツ移住等大変ユニークな
施策を行ない、「宝島社・田舎暮らしの本」で２０２４年度子育て世代部門関東の町１位に
輝いています。
　いろいろと研修させていただいた中、いずれも「町」と「まちづくり公社」が密接に協力し、
スピード感を信条とし各種事業に取り組んでいる感じを受けました。
　南小国町も町長を中心に町の持つ特異性を活かし、スピード感を大切にして町づくりを
行ってほしいと感じた研修でありました。

モバイル建築の建物（１ユニット）と内装

7

議会視察研修報告



問
　
現
在
の
利
用
状
況
と
課
題

は
。

町
長
　
11
月
現
在
、
蔵
書
数

１
１
，
９
３
６
冊
、
貸
出
者
数

の
べ
６
５
３
名
、
貸
出
冊
数

１
，
３
７
６
冊
。
今
年
度
新
刊

１
３
１
冊
購
入
。
課
題
は
、
シ

ス
テ
ム
化
と
図
書
司
書
の
常
時

配
置
。
施
設
の
老
朽
化
も
。

問
　
図
書
室
の
利
用
促
進
へ
の

取
り
組
み
は
。

教
育
長　

講
師
を
招
き
、
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
読
み
聞
か
せ

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
県
の
読

書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
い
ろ
ん

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
後
、
教
育
委
員
会

前
に
て
、本
の
駅
を
設
置
予
定
。

問
　
図
書
室
内
で
希
望
図
書
申

し
込
み
が
で
き
る
。
ど
れ
位
対

応
し
て
い
る
？
購
入
用
の
窓
口

を
設
け
て
は
？

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

新
刊

購
入
は
全
て
リ
ク
エ
ス
ト
か

ら
。
購
入
販
売
対
応
は
、
今
後

検
討
す
る
。

問
　
図
書
室
の
シ
ス
テ
ム
化
と

人
員
配
置
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

総
務
課
長　

予
算
化
に
向
け
検

討
す
る
。

問
　
図
書
室
の
利
用
促
進
に
向

け
、
町
民
生
活
内
で
本
と
の
接

点
が
必
要
。
図
書
分
室
的
に
、

地
域
公
民
館
や
公
共
施
設
に
本

を
置
い
て
は
ど
う
か
？

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

読
書

活
動
の
推
進
と
地
域
の
繋
が
り

と
い
う
点
で
活
用
で
き
る
取
り

組
み
と
思
う
。

福
祉
課
長　

認
知
症
の
リ
ス
ク

軽
減
策
と
し
て
読
書
は
非
常
に

効
果
が
あ
る
。
図
書
室
み
た
い

な
他
世
代
と
の
交
流
で
き
る
場

所
の
存
在
も
必
要
。

佐藤　毅　議員

Ｑ町の図書室、利活用促進をどう
展開していく？

Ａ町の本屋さん的な、気持ちよく利
用できる図書室づくりを進める

図書室の新刊コーナー図書室の新刊コーナー 読み聞かせ講座読み聞かせ講座

問　

地
域
を
応
援
し
た
い
人
や

ふ
る
さ
と
を
持
た
な
い
人
な
ど

へ
、
第
２
の
住
民
票
で
あ
る
ふ

る
さ
と
住
民
票
を
発
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
町
の
出
身
者

や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
、
通

勤
や
旅
行
で
こ
の
町
に
足
を
運

ぶ
人
な
ど
の
、
関
係
人
口
と
南

小
国
町
と
の
関
わ
り
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
深
ま
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　

交
流
人
口
を
関
係
人
口

に
押
し
上
げ
る
取
り
組
み
や
、

ま
た
町
に
と
っ
て
も
対
象
と
な

る
方
に
と
っ
て
も
、
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
え
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
と
思
う
。

問　

ふ
る
さ
と
住
民
票
に
登
録

さ
れ
た
方
々
が
、
本
当
の
住
民

票
が
欲
し
い
と
思
え
る
よ
う
な

町
づ
く
り
や
町
独
自
の
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
は
。

町
長　

総
論
と
し
て
推

進
し
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、
ど
う
い
っ
た
仕

組
み
が
こ
の
町
と
し
て

理
想
な
の
か
担
当
課
と

詰
め
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

※
ふ
る
さ
と
住
民
票
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体

●
北
海
道
ニ
セ
コ
町

●
福
島
県
飯
舘
村

●
茨
城
県
行
方
市

●
滋
賀
県
近
江
八
幡
市

●
兵
庫
県
丹
波
市

●
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町

●
鳥
取
県
日
野
町
・
琴
浦
町

●
香
川
県
三
木
町
・
三
豊
町

●
徳
島
県
勝
浦
町
・
佐
那
河

内
村

●
熊
本
県
錦
町

●
鹿
児
島
県
志
布
志
市

穴井　則之　議員

Ｑ「ふるさと住民票Ⓡ」の取り組み
は

Ａ町との関係性を大きなものにす
る取り組みが必要
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問　

黒
川
の
20
戸
の
住
宅
に
つ

い
て
の
計
画
は
あ
る
の
か
？
各

課
の
管
轄
で
あ
る
住
宅
に
つ
い

て
空
き
が
か
な
り
あ
る
が
こ
の

よ
う
な
住
宅
の
利
活
用
も
検
討

す
る
と
の
答
え
だ
っ
た
が
計
画

に
変
更
は
あ
る
の
か
？

町
長　

管
理
戸
数
を
減
ら
す
こ

と
は
あ
っ
て
も
新
た
に
住
宅
の

戸
数
を
増
や
す
こ
と
は
無
い
。

黒
川
団
地
は
除
去
、
西
黒
川
団

地
は
政
策
的
空
き
家
と
す
る
。

今
後
住
民
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
う
。
各
課
が
所
管
す
る
住
宅

に
つ
い
て
は
現
在
空
き
家
が
あ

る
が
教
職
員
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
為
で
あ
り
町
民
の
入
居

は
困
難
で
あ
る
が
補
助
事
業
の

見
直
し
や
新
た
な
制
度
の
創
設

も
必
要
で
あ
る
。

問　

個
人
向
け
の
モ
バ
イ
ル
住

宅
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
建
築
等
災
害
時
に

も
適
応
可
能
な
住
宅
を
造
り
非

常
時
の
対
策
は
出
来
な
い
の

か
？
各
課
で
出
来
な
い
理
由
は

多
々
あ
る
と
思
う
が
執
行
部
に

は
町
に
と
っ
て
一
番
い
い
方
法

を
協
議
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
時
点
で

は
計
画
は
な
い
が
、
各
課
の
協

議
を
重
ね
一
番
い
い
方
法
を
模

索
計
画
す
る
。

北里　桂一　議員

Ｑ黒川の町営住宅及び各課が保有す
る住宅の有効活用ができないのか？

Ａ黒川の住宅は政策的空家とする。 
各課で協議を重ね、よい方法を模索する

西黒川団地西黒川団地 黒川団地黒川団地

森永　一美　議員

Ｑ 
ＤＸの推進を！

ＡＤＸ推進は町全体で図る必要が
ある

問
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
、
仕
事
や
く
ら
し
を
も
っ
と

便
利
で
効
率
的
に
し
、
新
し
い

価
値
を
生
み
出
す
、
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
更
な
る
推
進
が
必

要
で
は
？

町
長　

今
年
度
中
に
「
書
か
な

い
窓
口
」
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

予
定
。
ま
ず
は
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
共
通
化
に
注
力

し
、
完
了
後
に
デ
ジ
タ
ル
化
で

き
る
業
務
か
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
　
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

更
な
る
活
用

は
？
各
種
申

請
や
、
災
害

な
ど
有
事
の

際
に
被
災
状

況
を
写
真
付

き
で
報
告
で

き
る
よ
う
に

し
て
は
？

総
務
課
長　

検
討
し
た
い
。

問
　
役
場
内

で
の
ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
導

入
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長　

導
入
に
向

け
て
準
備
を
進
め
た
い
。

問
　
商
品
券
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
推
進

さ
せ
て
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長　

将
来
デ
ジ

タ
ル
化
を
判
断
す
る
時
期
が
来

る
と
思
う
。
商
工
会
と
協
議
し

た
い
。

問
　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

は
？

町
長　

交
通
の
面
で
は
本
町
に

は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
一
番
良
い

と
思
う
。
議
論
を
進
め
た
い
。

17

91

194

297
241

308

167

37
1

260

279 134

151

120

261

476

353

171
6.1%

24.6%

59.1%

66.3% 66.8%

54.1%

26.0%

9.5%

0.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

100

200

300

400

500

600

700

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

LINE登録者数 LINE非登録者数 割合

年代別のLINE登録者数

● 30代〜60代の方々のLINE登録者数は50％を超え、多い状況となっている

● 20代の登録者数が少ない為、窓口での対応など、対策が必要な状況となっている

町民：2024 年 10 月 31 日現在
LINE 登録者数：2024 年 11 月 26 日現在

町民の LINE 登録状況（森永調べ）
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問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
発

行
さ
れ
て
17
年
と
な
り
、
年
間

８
０
０
万
円
の
予
算
が
つ
い
て

い
る
が
、
今
後
の
発
行
は
ど
う

す
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長　

こ
の
事
業
は
商
工
会
が

主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
お
り
、

商
工
会
の
意
向
や
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
協
議
の
う
え
こ
の
事

業
は
継
続
し
て
い
く
方
向
で
考

え
る
。

問　

今
は
１
万
円
単
位
で
の
販

売
で
す
が
も
う
少
し
小
さ
い
単

位
で
の
販
売
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

町
民
が
一
番
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
や
り
方
を
商
工
会
と

協
議
し
た
い
と
思
う
。

問　

こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
に
商
工
会
は
１
７
０
万
円

程
の
経
費
が
掛
か
っ
て
い
る
。

こ
の
経
費
の
町
か
ら
の
補
助
金

は
出
来
な
い
か
。

町
長　

庁
内
で
十
分
検
討
し
て

判
断
す
る
。

Ｑプレミアム商品券の今後につい
て

Ａ 
今後も継続していきたい

金壱阡圓也
￥1,000.

2024年10月1日～2025年2月28日

み ほ ん
プレミアム商品券プレミアム商品券

下城孔志郎　議員

問　

議
会
研
修
で
訪
れ
た
茨
城

県
境
町
で
は
橋
本
町
長
を
中
心

に
、
さ
か
い
ま
ち
づ
く
り
公
社

と
共
に
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り

事
業
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

展
開
し
て
い
た
。
境
町
に
は
町

長
や
町
職
員
も
研
修
に
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
木
材
価
格
の

低
迷
す
る
中
、
モ
バ
イ
ル
建
築

様
式
（
モ
バ
イ
ル
建
築
と
は
標

準
化
さ
れ
た
直
方
体
の
ユ
ニ
ッ

ト
を
連
結
、
多
層
化
し
て
作
る

建
築
様
式
で
基
礎
部
分
か
ら
巻

単
に
分
離
、
ト
ラ
ッ
ク
等
で
運

搬
し
移
動
も
可
能
）
の
災
害
用

住
宅
を
豊
富
な
町
産
材
で
生
産

し
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
大
災
害
に

備
え
て
備
蓄
、
販
売
す
る
考
え

は
な
い
か
？

町
長　

ま
ず
１
棟
を
モ
バ
イ
ル

建
築
で
製
造
し
、
町
民
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
の
で
現
在
集
落

支
援
員
に
製
造
の
模
索
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

問　

境
町
で
は
行
政
に
は
ス

ピ
ー
ド
感
も
必
要
と
の
認
識
を

持
っ
て
お
ら
れ
た
が
南
小
国
町

に
は
少
し
か
け
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

い
つ
大
規
模
災
害
が
起
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
難
し
い
建
築
物

で
は
な
い
の
で
早
期
に
判
断
す

べ
き
で
は
？

町
長　

詳
細
な
こ
と
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
ま
ず
１
棟
造
り

町
民
に
知
っ
て
も
ら
い
備
蓄
等

の
模
索
を
し
て
い
き
た
い
。
出

来
れ
ば
令
和
７
年
度
の
補
正
予

算
で
対
応
し
た
い
。

穴井　秀房　議員

Ｑ茨城県境町のモバイル建築をど
う町政に活かすか？

Ａ現在製造を模索しているところ。１棟造っ
て町民にどういう物かを知ってもらいたい

モバイル建築による建物（右：事務所、左：ホテル）モバイル建築による建物（右：事務所、左：ホテル）
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問　

い
つ
町
民
が
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
、
町
と
し
て
ど
う
対
処
し
て

い
く
？

町
長　

多
様
化
・
巧
妙
化
す
る

犯
罪
の
種
類
、
手
口
を
町
民
に

周
知
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

呼
び
か
け
、
町
全
体
で
意
識
を

高
め
て
い
く
。

問　

地
元
の
自
治
会
主
催
で
小

国
署
か
ら
講
話
を
い
た
だ
い
た

際
に
、
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
さ
れ

た
。
町
と
し
て
町
内
全
戸
に
配

布
し
て
は
。

総
務
課
長　

議
員
の
言
わ
れ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
町
と
し
て

も
入
手
し
て
、
各
戸
配
布
を
考

え
て
い
く
。

問　

各
小
・
中
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
う
い
っ
た
指
導
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

先
日
、
中
原
小
で
肥

後
銀
行
の
方
に
、「
お
金
の
ト

ラ
ブ
ル
」
に
つ
い
て
講
話
を
い

た
だ
い
た
。
携
帯
電
話
の
使
い

方
な
ど
、
子
ど
も
に
も
保
護
者

に
も
講
話
を
行
っ
て
い
く
。

井野　和哉　議員

Ｑ犯罪から、町民の身体・財産を
どう守るか

Ａ関係団体と共同し、積極的に防
犯情報を発信する

きよらパトロール隊きよらパトロール隊 みまもりカメラみまもりカメラ

令和６・７年　議会日誌

11
　
月

2 中原小学校創立150周年記念式典

5 令和6年第3回臨時会

7～8 議員視察研修会

13～14 町村議会議長全国大会

16 市原小学校創立150周年記念式典

17 すぎのこまつり

29 議会運営委員会

12
　
　
月

8 きよら人権デー

10～12 令和6年第4回定例会

11 みらい南小国子ども会議

12 議会広報調査対策特別委員会

25 阿蘇広域行政事務組合議会定例会

26 小国公立病院議会

1
　
　
月

3 二十歳を祝う会

6 消防団出初式

9 令和7年第1回臨時会

10 総務文教常任委員会

14 立志式

14～15 阿蘇広域行政事務組合議員研修

21 阿蘇市町村議長会総会

22 議会広報調査対策特別委員会

23 熊本県町村議会議員研修会

28 議会広報調査対策特別委員会

阿蘇広域行政事務組合議会
報告　組合議員　北里　桂一

　令和６年第３回阿蘇広域行政事務組合
議会定例会が開催され、令和５年度決算
が承認されました。
　南小国町の負担金は２億３２３４万円
となっており、内訳は以下のとおりです。

　一般管理費　　　　　　５６８万円
　介護保険対策費　　　　１７６万円
　障害支援対策費　　　　　４１万円
　火葬施設事務費　　　　　３２万円
　北部火葬施設費　　　　８３０万円
　環境総務費　　　　　　　９９万円
　清掃施設運営費　　　５９０１万円
　最終処分場運営費　　　２１６万円
　北部清掃費　　　　　１５０７万円
　北部し尿処理費　　　３２７６万円
　消防費　　　　　１億　５８８万円
　　　　　合　計　２億３２３４万円
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21
世
紀
も
四
半
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
世
界
の
巷
で
は
ミ
サ
イ
ル
が
飛
び
交
う
終
わ

り
の
見
え
な
い
戦
い
が
続
き
、
日
本
で
は
凶
悪
化

し
た
闇
バ
イ
ト
や
特
殊
詐
欺
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が

絶
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
物
価
の
高
騰
は
長
引
き
庶

民
に
は
厳
し
い
状
態
が
続
き
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

進
出
に
よ
る
経
済
効
果
が
早
く
現
れ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

暗
い
話
題
ば
か
り
目
立
つ
昨
今
で
す
が
、
今
年

は
大
谷
翔
平
選
手
が
投
打
復
帰
し
明
る
い
話
題
を

ふ
り
ま
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

大
変
厳
し
い
冬
で
す
が
、
昨
年
の
終
わ
り
に
花

芽
を
少
し
大
き
く
し
た
梅
の
蕾
が
固
く
縮
こ
ま

り
、
春
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
早
く
暖
か
い
春
が
訪
れ
馥
郁
と
し
た
香
り
が

漂
う
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
の
代
表
と
し

て
よ
り
良
い
南
小
国
町
を
目
指
し
て
精
一
杯
努
力

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
穴
井
秀
房
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

井
上　

則
臣

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

穴
井　

秀
房

　
　
　

委　

員　
　

北
里　

桂
一

…
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
な
っ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

進
学
で
熊
本
市
内
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
南
小
国
が
好
き
な
の
で
、
将
来
は
南
小

国
に
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
帰
る
な

ら
手
に
職
を
つ
け
よ
う
と
、
大
学
在
学
中
に

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
卒

業
後
は
専
門
学
校
に
通
っ
て
、
介
護
福
祉
士

の
国
家
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
新
卒
で
社

協
に
入
っ
て
か
ら
も
ヘ
ル
パ
ー
一
筋
で
す
。

…
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　

買
い
物
代
行
や
掃
除
洗
濯
、
調
理
、
入
浴

の
お
手
伝
い
な
ど
利
用
者
さ
ん
の
身
の
回
り

の
お
世
話
を
し
た
り
、
一
緒
に
病
院
に
行
っ

て
ド
ク
タ
ー
と
の
繋
ぎ
役
に
な
っ
た
り
、
お

薬
を
受
け
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
症
状
も
違
え

ば
、
性
格
や
価
値
観
も
違
う
の
で
、
気
が
張

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
娘
や

孫
の
よ
う
に
接
し
て
も
ら
え
る
か
？
と
考
え

な
が
ら
接
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
と
の

距
離
感
が
縮
ま
り
、
世
間
話
が
で
き
た
り
、

「
待
っ
て
た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉

し
く
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
す
ぐ
に
「
部
屋
が

キ
レ
イ
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
「
助
か
っ
た

よ
。
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
言
葉
を
直
に
も

ら
え
て
、
利
用
者
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
ら
れ

る
の
は
ヘ
ル
パ
ー
の
や
り
が
い
で
す
。

　

社
協
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
間
で

情
報
を
共
有
し
て
、
よ
り
良
い
や
り
方
を

探
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
誰
が

訪
問
し
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

…
今
後
に
向
け
て
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
仰
る
の
は
「
自
分
の

家
が
一
番
い
い
」
で
す
。
利
用
者
さ
ん
が
一

日
で
も
長
く
、
ご
自
宅
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

取
材
・
撮
影
・
文
：
森
永
一
美

日
ひの

野　智
ともこ

子さん
住み慣れた家で暮らし続けるためのお手伝い
南小国町の福祉を支える訪問介護のプロ。

プロフィール
波居原生まれ下町在住、２児の母。新卒で南小国町社会福祉
協議会に入職し、利用者の自宅に訪問して介護サービスを行
う訪問介護員（以降：ヘルパー）として活動すること 17年。
2022 年より訪問介護サービス提供責任者。

町民インタビュー　Vol.18

「ヘルパーさんが来られるのは、 お嫁

さんが来た時のように嬉しい」 と仰る

利用者さんと買い物リストの確認

口を揃えて 「やりがいのある仕事」 と

仰る社協のヘルパーの皆さん
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